































1 細谷恒夫『教育の哲学 —— 人間形成の基礎理論 —— 』創文社、1962
2 ヘルバルト『教育学講義綱要』是常正美訳、協同出版、1974
3 デカルト『方法序説』落合太郎訳、岩波文庫、1953




































6 例えば『知識学の諸原理に従った自然法の基礎』（Grundlage des Naturrechts nach Principien der Wissenschafts-







































































































































































































31 杉田孝夫「二つのフイヒテ全集の完結に寄せて」（『理想 特集 フィヒテ』第 697 号所収）、理想社、2016
32 高久清吉『ヘルバルトとその時代』玉川大学出版部、1984
33 浜田栄夫「フィヒテとフレーベル －自然観の相違を中心として」（『山陽学園短期大学研究論集』8 所収）、
1979
34 池田全之『自由の根源的地平 -フィヒテ知識学の人間形成論的考察 -』日本図書センター、2002
35…Yasuhiro Kumamoto, Philosophische Padagogik bei Kant und Fichte Erziehung im Dienst der Freiheit, Senging Ver-
lag,Saldenbulg 2010
36 ギュンター・ツェラー、前掲書、2頁






















論評』（1792）や『根元哲学についての私独自の考察』（Eigne Meditationen über Elementar Philosophie,…
1793）から始まり、知識学の前座となる『知識学の概念あるいはいわゆる哲学の概念について』（Ueber 
den Begriff der Wissenschaftslehre oder der sogenannten Philosophie,…1794）へと連なり、生前に公刊さ
れた数少ない知識学である『基礎』を経て、『新たな方法による知識学』（Die Wissenschaftslehre nova 





38 Nicolai Hartmann,Die Philosophie des deutchen Idealisumus,Teil I Fichte,Shelling und die Romantik
39 『フィヒテ全集 補巻 フィヒテの生涯』隈元忠敬／井戸慶治訳、晢書房、2006
40 石崎宏平、前掲書。



















































































































50 ニコライ・ハルトマン『ドイツ観念論の哲学—— 第一部 フィヒテ、シェリング、ロマン主義 ——』作品社、
2004、20 頁
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56 ここでは「教育職員免許法」（1949 年 5 月 31 日）をはじめとし、「文部省設置法」「教育公務員特例法」な
どを念頭に置いている（山本正身『日本教育史』慶應義塾大学出版会、2014、344 頁）。
57 細谷恒夫『教師の社会的地位』有斐閣、1956





61 例えばここでは、平成 17 年中央教育審議会答申「新しい時代の義務教育を創造する」において明記された
教師にとって必要とされる資質・能力としての「1 教職に対する強い情熱 教師の仕事に対する使命感や誇り、
子どもに対する愛情や責任感など」を念頭に置いている。













































































66 こうした文脈は『エルランゲン大学の内部組織のための考案』（Ideen　für　die　lnnere　Organisation der 
Universität Erlangen, 1805/1806）の中に見られる。
67 フィヒテ中期の宗教論『幸いなる生への導き』（Die Anweisung zum seligen Leben, aber auch Religionslehre, 
1806）の趣旨もこうした見解に基づいている。
68 小澤周三他「教育思想史」有斐閣、1993、67 頁。
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挙げられる。また、30年戦争を経験し、宗教改革後のヨーロッパ諸国において印刷技術の浸透と聖書
の母国語翻訳を契機にした読書の広がりに応じた、各地の学校の建設という、文字文化が聖職者や貴
族の所有から民衆の所有へと広がっていった過程を生きたことからも、この時代の教師論を出発点と
して論じることにしたい69。次に、ペスタロッチはフィヒテと同時代人であり、『告ぐ』においてペス
タロッチの手法に心酔している様子が語られていることからも、フィヒテの教師論はペスタロッチ的
な手法に多大な影響を受けている70。これとは対照的にヘルバルトはフィヒテに対抗するものとして
の自らの哲学を形成し71、教育「学」をなしとげた人物であり、彼の教師論はフィヒテ思想と対峙する
ことで特徴が際立つと考えられる。最後にデューイだが、教育のコペルニクス的転回といわれた彼の
思想は72、フィヒテの思想的な出発点である自我論をその前提から断罪しており、そうした深い溝を
考慮に入れつつ対比することでフィヒテの教師の特徴づけに有用だと考えている。無論、これら以外
の有名な教師論の論客がいることも視野に入れて、総合的にフィヒテの教師論の特徴づけをしたい。
69 紺野祐、小池孝範、清多英羽、奥井現理、走井洋一『教育の現在―子ども・教育・学校をみつめなおす（改
訂版）』学術出版会、2011
70 例えば『告ぐ』の第９講において次のように紹介されている。「ヨハン・ハインリッヒ・ペスタロッチによっ
て考案そして提案され、彼の監督の下で実行されてすでに成功を見ている教育法に結び付けるべきである」
（SW.VII, 401）。
71 シュヴェーグラー『西洋哲学史（下巻）』谷川徹三、松村一人訳、岩波書店、1939
72 齋藤太郎、山内芳文『教育史』樹書房、1994
